
学校番号 １００２ 

令和３年度 公民科 

 

教科 公民 科目 
政治・経済 

（政治・経済－２） 
単位数 １単位 年次 ３年次 

使用教科書 
最新政治・経済 新訂版（実教出版）（２年で政治・経済－１選択者） 

改訂版 政治・経済（数研出版）（２年で政治・経済－１未選択者） 

副教材等   

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

政治・経済－２は、政治経済についてある程度の理解があることを前提に、政治に参加して自分た

ちの課題を解決し、経済生活の中でどのように生きるかをより高い視点から考えられるようにして

いくのが目標です。学習にあたっては最終的には課題を見つけ、解決できることを求めます。自分

が理解した内容や自分の意見を他人にうまく伝えられるようになることが大事です。プレゼンテー

ションやレポートの課題も出ますので、期限を守って実施あるいは提出できるようにしてくださ

い。 

 

２ 学習の到達目標 

現代における政治、経済、国際関係などについて、理解に必要な情報を自分で収集・分析し、それ

らに関する諸課題の解決について主体的に考え、それを他者に伝えることができるようになるこ

と。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

授業内はもちろんだ

が、考察のために授業

外で様々な情報や資

料を収集することが

望ましい。 

政治経済の諸課題に

ついて、どのような問

題があり、どのように

解決すればよいかを

考える。 

情報収集力をつける

と共に、レポート作

成を通じて表現力を

つける。 

思考・判断のベース

になる、政治経済の

諸課題を考える上で

必要な知識の習得と

理解をはかる。 

評
価
方
法 

ワークシートの評価 ワークシート 

レポート 

レポート 定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

月 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

４ 

・ 

５ 

・ 

６ 

月 

 

現
代
の
政
治 

  

基
本
原
理 

民主政治の基本原理 

日本国憲法の基本原理 

日本の政治機構 

現代の国際政治 

現代政治の特質と課題 

 

以上に関して、社会的な課題

を設定し、それについての情

報収集と分析、および課題の

解決方法の提案を行う。 

また同時にどのように政治に

参加していくのかについて考

える。 

○ ○ ○ ○ a:民主政治の成立や基本的人

権、日本国憲法の原理、日本の

政治機構、国際社会の成立過程

や国家間での格差などに関る

基本的な問題に関して、関心を

持ち、意欲的に探求しようとし

ている。 

b:各単元の主題について、政治

機構や憲法、国際政治と国内政

治の違いや、国際法や国際裁判

の意義を理解したうえで、現代

の政治にかかわる諸課題につ

いて考察している。 

c:政治機構や国際社会の成立

過程、政治的な諸課題につい

て、様々な情報源から適切に必

要な情報を選択・活用する。 

d:現代の政治や国際政治関す

る諸課題にかかわる基本的な

事項について理解している。 

ワークシート 

観察 

定期考査 

 

 



７ 

・ 

８ 

・ 

９ 

月 

現
代
の
経
済 

現代経済のしくみ 

福祉社会と日本経済の課題 

日本経済の発展と日本経済

の課題 

国民経済と国際経済 

 

以上に関して、社会的な課題

を設定し、それについての情

報収集と分析、および課題の

解決方法の提案を行う。 

○ ○ ○ ○ a:企業や政府、労働や社会保

障、国際収支や外国為替、地域

経済統合やグローバリゼーシ

ョンなど現代の経済的な諸課

題について、総合的に理解し考

察しようとする態度を身に着

ける。  

b:財政や金融、国民経済や消費

者問題、 国際収支や外国為替、

地域経済統合やグローバリゼ

ーションなど経済にかかわる

事項に関して、現代の経済にか

かわる諸課題と関連させなが

ら関心を持っている。 

c:経済に関する主題について、

必要な資料を収集し、有用な情

報を選択し、読み取った図表な

どにまとめている。 

d:現代の経済にかかわる基本

な事項や課題について体系的、

総合的に理解し、その知識を身

につけている。 

ワークシート 

観察 

定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を

付けている。 

 

 

 


